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現在、様々なデバイスで微小電気機械システム (MEMS) 加速度センサが利用されている。

MEMS 加速度センサの高感度化にはブラウニアンノイズの低減が重要であり、これは、MEMS 加

速度センサ内の錘質量に反比例して低下する[1]。そこで、MEMS 加速度センサで広く用いられる

Siに代わって、Si より高密度な AuのMEMS 加速度センサ応用が提案されている。実際に Au 材

料からなる MEMS 加速度センサは、Si 材料からなるものよりも高感度であると報告されている

[1]。一方で、Au材料を用いる場合、その機械強度が実用的な課題となる。また、MEMS などのマ

イクロスケールの構造部材に金属材料を用いる場合、その機械強度がバルク状態に比べて向上す

るサンプルサイズ効果を考慮する必要がある。そのため、MEMS 加速度センサへ Au 材料を適用

する上で、マイクロスケール Au 材料の機械特性評価は重要である。MEMS 加速度センサ内で負

荷が集中するばね部分において、曲げ変形が生じることに着目し、多結晶金微小カンチレバーの

曲げ試験に対するカンチレバー断面積の影響が先行研究で議論された [2]。一方で、サンプルサイ

ズ効果の影響をより純粋に評価するためには、単結晶金材料での評価が不可欠である。 

そこで本研究では、マイクロスケールの単結晶金微小カンチレバーの曲げ変形に対する、カン

チレバー断面積の影響を解明することを目的として、断面積の異なる種々のカンチレバーを作製

し、曲げ試験を行った。集束イオンビーム装置で作製した断面積の異なる二種類のカンチレバー

（試料 A、試料 B）の応力ひずみ曲線を Fig. 1 に示す。

試料 A の断面積は 108 µm2、試料 B の断面積は 99 

µm2で、それぞれの試料の降伏応力は 226 MPa、128 MPa

であった。したがって、単結晶金からなる微小カンチレ

バーの曲げ強度は、断面積が大きくなるのに伴って増加

することが分かった。これは、“smaller is weaker”のサ

ンプルサイズ効果の結果であると考えられる[3]。 
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Fig. 1. Stress-strain Curves. 
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